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　　令和８年４月作成

適切な教育・指導にて安全な介護提供
環境作り。
事務的業務を行う職員の配置。

定期的な健診（問診により対象者検査）
腰痛予防ストレッチの推進。
有効な看護用具（ベッド選択など）購入。
予算申請

看護補助者の配置

腰痛予防

業務分担を明確に、更に連携強化

時間外発生を最小限にするため業務量調
整離職防止　。

柔軟な勤務体制の工夫

夜勤回数・連続間隔・夜勤後の休日など
配慮した勤務表作成。

人材確保事務部にて調整。

腰痛症による職場離脱を防ぐ。

令和8年度　　　看護職員の負担軽減及び処遇の改善に資する計画書

看護職員と多職種との業務分担

業務量の調整

妊娠、子育て・介護中の看護職員に対
する配慮　　　　　　　　　　　 勤務予定
への配慮

夜勤負担の軽減

負担軽減項目 本年度の改善目標 具体的取り組み

リハ職：患者移動介助
薬剤師：病棟業務拡大
病棟クラーク：文書管理補助
検査室：患者移送介助。
など連携部署と分担できる.業務分担別紙あり。

時間外時間の定期的な確認
業務量の再確認と業務改善
病棟機能に応じた人員配置
年休取得率の向上。
看護職員人材確保・適切な配置。新人教育を
充実

急遽でも休めるような配慮を行う。
夜勤については希望により、回数制限、免除す
る。看護休暇・介護休暇積極的取得できる環境
つくり。ワーク・ライフ・バランスを意識した勤務
表作成。

夜勤連続2回までを限度とする。
仮眠2時間を含む休時間の確保を行う。


